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２０２６年（令和８年）第６回総会議事録 
 

１ 告 示 年 月 日  ２０２６年（令和８年）６月１１日（木） 

２ 通 知 年 月 日  ２０２６年（令和８年）６月１１日（木） 

３ 開 催 年 月 日  ２０２６年（令和８年）６月３０日（火） 

４ 開 催 場 所  福山市東桜町３番５号  

福山市役所 ３階 小会議室 

 

５ 付 議 事 項 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請に対する処分決定について 

議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請に対する処分決定について 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請に対する処分及び意見決定について 

議案第４号 非農地証明について 

議案第５号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項の規定による農用地

利用集積等促進計画案に対する意見決定について 

議案第６号 福山農業振興地域計画の変更の諮問に対する答申について 

議案第７号 農地利用最適化推進委員の委嘱について 

 

６ 報 告 事 項 

農地法等に係る専決処分・届出等について 

 

７ 出席委員 

1番 佐藤 眞子 2番 土屋 智樹 3番 沖 賢二 4番 野田 幸男 

5番 寳諸 孝也 6番 佐藤 泰造 7番 小林 輝仁 8番 石井 洋子 

9番 岡本 卓也 10番 安  理雄 11番 能宗 秀典 12番 下江 京子 

13番 須藤 薫雄 14番 山本 利行 15番 谷本 耕造  

 

８ 欠席委員 

    

 

９  その他の出席者  

   ０名 

 

１０ 事務局出席職員等  

事務局長 徳永 嘉則 事務局長補佐 大段 雅之 

  事務局 小澤 佳弘 

松永出張所 花田   宏 北部出張所 中元 進也 

神辺出張所 板谷 浩司 沼隈出張所 新井 厚志 

以上 ７名    
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１１ 議事内容 

午前１０時００分 

事務局長 

 

 

 

会 長 

 

会 長 

 

 

議 長 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまから２０２６年（令和８年）第６回福山市農業委員会総会を開会

いたします。 

谷本会長、会議の進行をお願いします。 

 

― 開会挨拶 ― 

 

それでは、会議規則第３条の規定によりまして議長を務めさせていただき

ます。 

 

最初に、総会の成立を申し上げます。 

 

出席委員１５名全員出席ですので、本会議は成立します。 

 

続いて、会議規則第１０条の規定により議事録署名委員の指名を行います。 

議席番号 １番 佐藤眞子 委員と 

議席番号 １４番 山本利行 委員にお願いします。 

 

議事に入る前に、議案の訂正等があれば、事務局より説明してください。 

 

配布資料の「２０２６年（令和８年）第６回総会議案書 追加・訂正・取

下げ事項」をご覧ください。 

議案書別冊１ページ１番について、備考欄に「賃借権（期間１０年間）」を

追加。 

次に同ページ４番については、取下げ。 

続いて３５ページをお願いします。合計欄について「田１２２筆１０８，

１０２平方メートル 畑２０筆１７，１６５平方メートル 合計１４２筆１

２８，７９２平方メートル」を「田１５２筆１３４，４９３．４平方メート

ル 畑３７筆２８，７２６平方メートル 合計１８９筆１６３，２１９．４

平方メートル」に訂正。 

追加、訂正、取下げ事項については以上です。 
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議 長 

 

 

 

委 員 

１番 

佐藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

４番 

野田 

 

 

 

 

それでは、議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請に対する処分

決定について」を上程します。 

東部地区の報告をお願いします。 

 

 東部地区の審議内容について報告します。 

東部地区では、６月２４日午前９時２０分から現地調査を行い、午前１１

時から市役所３階小会議室において地区協議会員７名中６名の出席により、

議案第１号２件、議案第２号１件、議案第３号１件の合計４件について審議

しました。 

 

それでは、議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請に対する処分

決定について」１ページ１番と２番について報告します。 

１番は、申請地の大門町大字野々浜の田３筆４０５㎡について、大門町八

丁目の貸人から、伏見町の法人が１０年間の賃借権を設定して借り受けて、

ワイン用のぶどうを栽培するため畑として利用して経営規模拡大を図るもの

です。 

２番は、申請地の曙町五丁目の田２筆１，６０４㎡について、新涯町一丁

目の貸人から、川口町四丁目の借人が３年間の賃借権を設定して借り受けて、

くわいを栽培して経営規模拡大を図るものです。 

いずれも申請農地、営農計画に問題はなく、必要な農機具・労働力も確保

されていることから、許可妥当と判断しました。 

以上です。 

 

 西部地区の報告をお願いします。 

 

西部地区の審議内容について報告します。 

西部地区では、６月２６日の１３時２５分からの現地調査に続き、午後４

時から市役所３階小会議室で協議会を開催しました。 

委員１０名中１０名の出席により、議案第１号３件、議案第３号１件、議

案第４号３件、議案第５号２９件、計３６件について審議しました。 

 

それでは、議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請に対する処分
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委 員 

４番 

野田 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

７番 

小林 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決定について」の３番、５番及び６番について報告します。 

３番は、沼隈町の受人が、光南町の渡人から申請地に賃借権を設定し、借

り受け、経営規模を拡大するものです。 

５番は、水呑町の受人が、大阪市の渡人から申請地を譲り受け、新規就農

するものです。 

６番は、水呑町の受人が、同町の渡人から申請地を譲り受け、後継者とな

るものです。 

いずれも、受人及び申請農地、営農計画に問題はなく、許可妥当と判断し

ました。 

以上です。 

 

松永地区の報告をお願いします。 

 

松永地区の審議内容について報告をします。 

松永地区では、６月２５日、午前８時３０分から関係者により現地調査を

行い、午前１０時３０分から松永支所２階２１会議室で協議会を開催しまし

た。委員６名全員の出席により、議案第１号８件、議案第 3 号２件、議案第

４号４件、議案第５号５件 合計１９件について審議いたしました。 

 

それでは、議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請に対する処分

決定について」の７番から１４番について報告します。 

７番は、尾道市の受人が、木之庄町五丁目の渡人から譲り受けて新規就農

し、水稲を栽培する計画です。 

８番は、神村町の受人が、本郷町の渡人から譲り受けて経営規模を拡大し、

野菜を栽培する計画です。 

９番は、東村町の受人が、神村町の渡人から譲り受けて経営規模を拡大し、

野菜を栽培する計画です。 

１０番は、金江町の受人が、広島市の渡人から譲り受けて新規就農し、野

菜や果樹を栽培する計画です。 

１１番は、藤江町の受人が、同町の渡人から譲り受けて経営規模を拡大し、

野菜を栽培する計画です。 

１２番から１４番は関連案件です。藤江町の受人が、神奈川県横浜市の渡
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委 員 

７番 

小林 

 

議 長 

 

委 員 

１０番 

安原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人３人から譲り受けて経営規模を拡大し、野菜や果物を栽培する計画です。 

受人及び申請農地、営農計画に問題はなく、許可妥当と判断しました。 

以上です。 

 

北部地区の報告をお願いします。 

 

北部地区の審議内容について、報告します。 

北部地区では、６月２５日の午後０時１０分から関係者により、現地調査

を行い、午後３時３０分から北部支所３階の３０２会議室で協議会を開催し

ました。 

委員１３名中１３名全員の出席により、議案第１号９件、議案第３号６件、

議案第４号４件、議案第５号４６件の合計６５件について審議いたしました。 

 

それでは、議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請に対する処分

決定について」の１５番から２３番について報告します。 

１５番は、芦田町の受人が家庭裁判所の審判により申請地を譲り受け、水

稲、野菜を栽培し、経営規模を拡大するものです。 

なお、家事事件手続法により審判が確定した場合は、申請書に当事者の連

署は必要でないとの農地法施行規則の規定により、議案書別冊に渡人につい

て記載がないものです。 

１６番は、芦田町の受人が広島市西区の渡人から申請地を譲り受け、果樹

を栽培し、新規就農するものです。 

１７番は、駅家町の受人が加茂町の渡人から交換により申請地を譲り受け、

水稲を栽培するものです。 

交換先の土地は、議案第３号５番で５条許可申請をされた土地です。 

１８番は、駅家町の受人が岡山県倉敷市の渡人から申請地を譲り受け、野

菜、果樹を栽培し、経営規模を拡大するものです。 

１９番は、駅家町の受人が同町の渡人から申請地を譲り受け、野菜を栽培

し、経営規模を拡大するものです。 

２０番は、駅家町の受人が東京都台東区の渡人から使用貸借権を設定して

借り受けていた申請地を譲り受け、水稲、野菜、花を栽培し、耕作継続する

ものです。 
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委 員 

１０番 

安原 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

１３番 

須藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１番は、新涯町の受人が府中市府中町の（亡）渡人の相続人から申請地

を譲り受け、季節野菜を栽培し、新規就農するものです。 

２２番は、府中市鵜飼町の受人が御幸町の渡人から申請地を譲り受け、野

菜、果樹を栽培し、経営規模を拡大するものです。 

２３番は、東京都青梅市の法人から、広島市中区の法人が区分地上権を設

定し、営農型太陽光発電パネルを設置するものです。議案第３号１０番との

関連案件です。 

以上、受人及び申請農地、営農計画に問題はなく、許可妥当と判断しまし

た。 

以上です。 

 

神辺地区の報告をお願いします。 

 

神辺地区の審議内容について報告します。 

神辺地区では、６月２５日、午前９時から現地調査を行い、午前１０時２

０分から、神辺支所２階２１会議室において地区協議会員８名中７名の出席

により、議案第１号７件、議案第３号４件、議案第５号３７件の合計４８件

について審議しました。 

 

それでは、議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請に対する処分

決定について」２４番から３１番について報告します。 

２４番は、申請地の西中条の田２筆計１，８２９㎡について、湯野の渡人

から、西中条の受人が譲り受けて、野菜を栽培し、新規就農をするものです。 

２５番、２７番及び３１番は関連案件です。 

２５番は、申請地の西中条の田１，０１１㎡について、２７番は、申請地

の下竹田の田９４６㎡について、３１番は、申請地の平野の田９２６㎡につ

いて、東京都青梅市の法人である渡人から、広島市中区の法人である受人が

区分地上権を設定し、売電用の営農型太陽光発電パネルを設置するものです。 

それぞれ議案第３号の１１番、１２番及び１５番と関連案件です。 

２６番は、申請地の上竹田の田３７９㎡について、岡山市中区の渡人から、

上竹田の受人が譲り受けて、畑として耕作し、野菜を栽培し、新規就農をす

るものです。 
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委 員 

１３番 

須藤 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

事務局 

 

 

 

 

議 長 

 

 

委 員 

 

議 長 

 

 

 

委 員 

 

議 長 

 

議 長 

 

 

２９番と３０番は関連案件です。 

２９番は申請地の下御領の田３筆計３，９９３㎡について、下御領の渡人

から、３０番は申請地の下御領の畑１１１㎡について、下御領の渡人から、

南蔵王町の農地所有適格法人が譲り受けて、畑として耕作し、野菜を栽培し、

経営規模拡大を図るものです。 

申請農地、営農計画に問題はなく、必要な農機具・労働力も確保されてい

ることから、許可妥当と判断しました。 

以上です。 

 

事務局から補足説明等があればしてください。 

 

議案第１号のすべての案件については、別紙調査書のとおり、借入後又は

取得後は全ての農地を利用する計画であり、機械・労働力・技術などに問題

はなく、農地法第３条第２項各号には該当せず、許可要件をすべて満たして

おります。補足説明は以上でございます。 

 

これより質疑に入ります。 

発言のある方は挙手をお願いします。 

 

― 質問等なし ― 

 

質問等がないようですので、採決します。 

議案第１号について、原案のとおり許可することに賛成の方は挙手をお願

いします。 

 

― 全 員 挙 手 ― 

 

 全員挙手により、議案第１号は原案のとおり許可することに決定します。 

 

次に、議案第２号「農地法第４条の規定による許可申請に対する処分決定

について」を上程します。 

 東部地区の報告をお願いします。 
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委 員 

１番 

佐藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

委 員 

 

議 長 

 

 

 

委 員 

議案第２号「農地法第４条の規定による許可申請に対する処分及び決定に

ついて」８ページ１番について報告します。 

１番は、御幸町の申請人が、申請地の御幸町大字上岩成の田３筆９０１㎡

について、露天駐車場及び私道として利用をするものです。場所は中国中央

病院から西へ約２５０メートルの位置です。 

現地調査の結果、日照・排水など周辺農地への営農条件に支障を生じるお

それはないと認められることから，許可妥当と判断しました。 

なお、申請地は既に露天駐車場及び私道として利用されており、顛末書の

提出を受けています。 

以上です。 

 

事務局から補足説明等があればしてください。 

 

議案第２号のすべての案件については、農用地区域内農地、甲種農地、第

１種農地、第３種農地に近接する区域、その他市街地化が見込まれる区域内

にある第２種農地及び第３種農地のいずれにも該当しない農地と認められる

ため、その他の農地である第２種農地として判断されます。 

また別紙調査書のとおり、農地転用許可基準の要件を満たしており、申請

は適正かつ適法であり、事業規模からも適切な面積で、周辺の営農状況に支

障を生じるおそれもないと認められます。 

議案第２号に常設審議委員会への意見聴取案件はありません。 

 

これより質疑に入ります。 

発言のある方は挙手をお願いします。 

 

― 質問等なし ― 

 

質問等がないようですので、採決します。 

議案第２号について、原案のとおり許可することに賛成の方は挙手をお願

いします。 

 

― 全 員 挙 手 ― 
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議 長 

 

議 長 

 

 

 

委 員 

１番 

佐藤 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

４番 

野田 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

７番 

小林 

 

 全員挙手により、議案第２号は原案のとおり許可することに決定します。 

 

次に、議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請に対する処分及び

意見決定について」を上程します。 

東部地区の報告をお願いします。 

 

議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請に対する処分及び意見決

定について」９ページ１番について報告します。 

１番は、新涯町三丁目の法人が、申請地の新涯町の田１筆５５０㎡につい

て譲り受けて、露天駐車場及び露天資材置場として利用をするものです。 

場所は新涯ポンプ場から西へ約５０メートルの位置です。 

現地調査の結果、日照・排水など周辺農地への営農条件に支障を生じるお

それはないと認められることから，許可妥当と判断しました。 

以上です。 

 

西部地区の報告をお願いします。 

 

議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請に対する処分及び意見決

定について」の２番について報告します。 

２番は尾道市の受人が、横尾町の渡人から申請地に賃借権を設定し、借り

受け、露天駐車場として整備するものです。 

場所は、県立沼南高等学校より、南西に約 1００メートルの位置です。 

現地調査をしましたが、周辺の営農条件に支障を生じるおそれもないこと

から、許可妥当と判断しました。 

以上です。 

 

 松永地区の報告をお願いします。 

 

議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請に対する処分及び意見決

定について」の、３番と４番について報告します。 

３番と４番は関連案件です。広島市西区の法人が、金江町の渡人２人から

譲り受けて、太陽光発電パネルを設置するものです。場所は、福山市立精華
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委 員 

７番 

小林 

 

 

議 長 

 

委 員 

１０番 

安原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校グラウンドの北側隣接地です。 

現地調査をしましたが、周辺の営農条件に支障を生じるおそれもないため、

許可妥当と判断しました。 

以上です。 

  

北部地区の報告をお願いします。 

 

議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請に対する処分及び意見決

定について」の５番から１０番について報告します。 

５番は加茂町の受人が駅家町の渡人から交換により申請地を譲り受け、農

地への進入路にするものです。 

交換先の土地は、議案第１号１７番で３条許可申請をされた土地です。 

なお、この申請地については、既に進入路として利用していたため、顛末

書の提出を受けています。場所は、加茂交流館の北、約１００メートルの所

です。 

６番は広島市中区の法人が加茂町の渡人から譲り受け、太陽光発電パネル

を設置するものです。場所は、山野分所の南東、約４００メートルの所です。 

７番は駅家町の法人が御幸町の渡人から申請地を譲り受け、露天駐車場に

するものです。場所は、北部支所の南東、約１．２キロメートルの所です。 

８番は新市町の受人が同町の渡人から申請地を譲り受け、木造物置、合併

浄化槽を設置し利用するものです。 

なお、この申請地については、既に木造物置、合併浄化槽を設置していた

ため、顛末書の提出を受けています。場所は、網引小学校の東、約６００メ

ートルの所です。 

９番は広島市西区の法人が新市町の渡人から申請地を譲り受け、太陽光発

電パネルを設置するものです。場所は、網引小学校の北、約８００メートル

の所です。 

１０番は、東京都青梅市の法人から、広島市中区の法人が１０年間の一時

転用として借受け、営農型太陽光パネルを設置する支柱基礎部分として利用

するものです。議案第１号２３番との関連案件です。場所は、常金丸小学校

の南西、約５００メートルの所です。 

以上、現地調査をしましたが、日照・排水等、周辺の営農条件に支障を生
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委 員 

１０番 

安原 

 

議 長 

 

委 員 

１３番 

須藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

事務局 

 

 

 

 

じるおそれもなく、許可妥当と判断しました。  

以上です。 

 

 

神辺地区の報告をお願いします。 

 

議案第３号「農地法第５条の規定による許可申請に対する処分決定につい

て」１１番から１５番について報告します。 

１１番、１２番及び１５番は関連案件です。 

１１番は、申請地の西中条の田１，０１１㎡のうち１．３１㎡について、 

１２番は、申請地の下竹田の田９４６㎡のうち１．２９㎡について、 

１５番は、申請地の平野の田９２６㎡のうち１．３１㎡について、 

東京都青梅（おうめ）市の法人である渡人から、広島市中区の法人が１０

年間の一時転用として借受け、営農型太陽光パネルを設置する支柱基礎部分

として利用するものです。 

それぞれ議案第１号の２５番、２７番及び３１番と関連案件です。 

１４番は、申請地の下御領の畑１，７６４㎡について、下御領の渡人から、 

廿日市市の受人が３０年の賃借権を設定して借り受けて、露天駐車場とし

て利用するものです。 

なお、１４番については、申請地の進入路付近に砕石を敷いていたため、

顛末書の提出を受けています。 

現地調査を行いましたが、周辺農地への日照・排水について支障を生じる

おそれもなく、転用許可妥当と判断しました。 

以上です。 

 

 事務局から補足説明等があればしてください。 

 

議案第３号の案件についての補足説明でございます。１１ページ１１番は、

昭和６２年度から平成元年度にかけて鳥の子地区の農林事業として、１２番

は昭和４４年度から昭和５５年度にかけて八尋農業構造改善事業として、１

２ページ１５番は、平成１５年度に布面地区農業用用排水施設整備事業とし

てそれぞれ整備された第 1 種農地でございます。 
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議 長 

 

 

委 員 

４番 

野田 

また、１１番、１２番、１５番を除くその他の案件は、農用地区域内農地、

甲種農地、第１種農地、第３種農地に近接する区域、その他市街地化が見込

まれる区域内にある第２種農地及び第３種農地のいずれにも該当しない農地

と認められるため、その他の農地である第２種農地として判断されます。 

別紙調査書のとおり、農地転用許可基準の要件を満たしており、申請は、

適正かつ適法であり、事業規模からも適切な面積で、周辺の営農状況に支障

を生じるおそれもないと認められます。 

なお、議案第３号１０番、１１番、１２番、１５番は、常設審議委員会へ

の意見聴取案件となります。補足説明は以上です。 

 

これより質疑に入ります。 

発言のある方は挙手をお願いします。 

 

― 質問等なし ― 

 

質問等がないようですので、採決します。 

議案第３号について、１０番、１１番、１２番、１５番は許可相当として

常設審議委員会への意見聴取し、その他の案件は原案のとおり許可すること

に賛成の方は挙手をお願いします。 

 

― 全 員 挙 手 ― 

 

全員挙手により、議案第３号について、１０番、１１番、１２番、１５番

は許可相当として常設審議委員会へ意見聴取し、その他の案件は原案のとお

り許可することに決定します。 

 

次に、議案第４号「非農地証明について」を上程します。 

西部地区の報告をお願いします。 

 

議案第４号「非農地証明について」の１番から３番について報告します。 

１番は、昭和５６年頃から物置及び露天駐車場として利用し、現在に至り

ます。場所は、福山市沼隈体育センターより、南西に約２００メートルです。 
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委 員 

１０番 

安原 

２番は、昭和６０年頃から露天駐車場として利用し、現在に至ります。場

所は、福山市立熊野小学校より、南東に約７００メートルです。 

３番は、昭和６０年頃に居宅を建築して以降、宅地として利用し、現在に

至ります。場所は、鞆未来トンネルの出入り口より、南に約２００メートル

です。 

いずれも非農地として証明することに問題ないものと判断しました。 

以上です。 

 

松永地区の報告をお願いします。 

 

議案第４号「非農地証明について」の４番から７番について報告します。 

４番は、三之丸町の申請人が、昭和６０年頃から作業場として利用してい

たものです。場所は、吉田池から、東へ約６４０メートルのところです。 

５番は、金江町の申請人が、昭和６０年頃から庭敷として利用していたも

のです。場所は、後浜池から、西へ約３０メートルのところです。 

６番は、松永町六丁目の申請人が、昭和６０年頃から宅地として利用して

いたものです。場所は、福山市立金江保育所から、東へ約２０メートルのと

ころです。 

７番は、神奈川県横浜市の申請人が、昭和５０年頃から耕作放棄していた

ところ、雑木等が繁茂して山林になったものです。場所は、寺屋敷池から、

西へ約２５０メートルのところです。 

なお、７番は、農振農用地区域内の農地でありますが、担当部局との調整

は整っております。 

現地調査をしましたが、農地性がなく、農地への復元も困難であり、証明

妥当と判断しました 

以上です。 

 

北部地区の報告をお願いします。 

 

議案第４号「非農地証明について」の８番から１１番について報告します。 

８番は、岡山県倉敷市の申請人が平成３０年以前から耕作放棄していたと

ころ、雑木等が繁茂し原野になっているものです。場所は、服部交流館の北
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安原 
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委 員 

 

議 長 

 

議 長 

 

約９００メートルの所です。 

９番は、岡山県倉敷市の申請人が昭和６２年頃から公衆用道路として利用

し、現在に至っているものです。場所は、服部交流館の北約９００メートル

の所です。                                                         

１０番は、駅家町の申請人が昭和４０年頃から耕作放棄していたところ、

竹木等が繁茂し山林になっているものです。場所は、服部交流館の西約１．

５キロメートルの所です。 

１１番は、加茂町の申請人が昭和３０年頃から耕作放棄していたところ、

竹木等が繁茂し原野になっているものです。場所は、服部交流館の西約１．

５キロメートルの所です。 

以上、現地調査を行いましたが、いずれも農地性はなく農地への復元も困

難であり証明妥当と判断しました。 

なお、８番、１１番の申請地は農振農用地区域内の農地ですが関係部局と

の調整は整っております。 

以上です。 

 

ありがとうございました。 

これより質疑に入ります。 

発言のある方は挙手をお願いします。 

 

― 質問等なし ― 

 

質問等がないようですので、採決します。 

議案第４号について、原案のとおり証明することに賛成の方は挙手をお願

いします。 

 

― 全 員 挙 手 ― 

 

全員挙手により、議案第４号は原案のとおり証明することに決定します。 

 

次に、議案第５号の審議に入る前に事務局より発言があります。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

議 長 

（職務代理） 

 

 

 

 

委 員 

４番 

野田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議 長 

（職務代理） 

 

委 員 

７番 

小林 

議案第５号につきましては、谷本会長、安原委員、下江委員、山本委員の

案件が含まれておりますので、「農業委員会等に関する法律第３１条」の議事

参与の制限の規定により退席をいただき、議長を岡本職務代理にお願いしま

す。 

 

― 谷本会長、安原委員、下江委員、山本委員 退席 ― 

 

それでは議長を交代します 

議案第５号「農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項の規定

による農用地利用集積等促進計画案に対する意見決定について」を上程しま

す。 

西部地区の報告をお願いします。 

 

議案第５号「農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項の規定

による農用地利用集積等促進計画案の意見決定について」の１番から２９番

について報告します。 

合計で、２９件、４４筆、面積３１，４２５平方メートルです。 

全て新規分となっており、地目別では、 

田：１８筆：１４，１７１平方メートル、 

畑：２６筆：１７，２５４平方メートルです。 

利用権の設定期間は、 

全て令和８年８月１日から令和１８年７月３１日までの１０年間です。 

担当委員による調査、報告があり、協議会で審査しましたが、いずれも、

農用地利用集積等促進計画として適当であると判断しました。 

以上です。 

 

松永地区の報告をお願いします。 

 

 

議案第５号「農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項の規定

による農用地利用集積等促進計画案に対する意見決定についての、３０番か

ら３４番について報告します。 
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安原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸付人から農地中間管理機構が、計画対象農地に利用権を設定して借り受

けて、借受人に転貸するものです。 

合計で、５件、９筆、面積 ６,５７３.６７㎡です。 

地目別では、 

田 ８筆、面積 ５,３５７.６７㎡ 

畑 １筆、面積 １,２１６㎡です。 

利用権の内容は、賃借権１件、使用貸借権４件で、全て新規です。 

設定期間は、全て令和８年８月１日から令和１８年７月３１日迄です。 

個人が４件、法人が１件です。 

当該農地、借受人に問題はなく、農用地利用集積等促進計画として適当で

あると判断しました。 

以上です。 

 

北部地区の報告をお願いします。 

 

 

議案第５号「農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項の規定

による農用地利用集積等促進計画案に対する意見決定について」の３５番か

ら８０番について報告します。 

内容は、貸付人から農地中間管理機構が、計画対象農地に利用権を設定し

て借り受けて、借受人に転貸するものです。 

合計は、４６件、７８筆、面積 ７１，８３３.７３㎡ 

地目別では、田 ４１筆、面積 ４０，８５６.７３㎡ 

畑 ３７筆、面積 ３０，９７７㎡です。 

利用権の内容は、賃貸借権が９件、使用貸借権が３７件です。 

借受人は個人が１７人、法人が６法人です。 

設定期間は、全て、令和８年８月１日から令和１８年７月３１日迄です。 

当該農地、借受人に問題はなく、農用地利用集積等促進計画として適当で

あると判断しました。 

以上です。 
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議 長 

（職務代理） 
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議 長 

（職務代理） 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神辺地区の報告をお願いします。 

 

 

議案第５号「農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第３項の規定

による農用地利用集積等促進計画案に対する意見決定について」８１番から

１１７番について報告します。 

貸付人から農地中間管理機構が、計画対象農地に利用権を設定して借り受

けて、借受人に転貸するものです。 

合計で、３７件、５８筆、面積 ５３，３８７㎡です。 

地目別では、田 ５６筆、面積 ５１，８２３㎡ 

      畑  ２筆、面積  １，５６４㎡です。 

利用権の内容は、賃借権２０件、使用貸借権１７件で、全て新規です。 

借受人は個人が２３件、法人が１４件です。 

設定期間は令和８年８月１日から令和１８年７月３１日までです。 

当該農地、借受人に問題はなく、農用地利用集積等促進計画として適当で

あると判断しました。 

以上です。 

 

ありがとうございました。 

事務局から補足説明があればしてください。 

 

議案第５号についてですが、農地中間管理機構は「農地中間管理事業の推

進に関する法律」第１８条第３項の規定により、農用地利用集積等促進計画

を定める場合には、農林水産省令であらかじめ農業委員会の意見を聴く必要

があることとなっています。 

１５ページから３５ページの１１７件は、２０２６年（令和８年）８月１

日を始期とし原則１０年以上の貸借について、 

賃借権   ３６件  ５７筆  ５５，６３６．７３平方メートル、 

使用貸借権 ８１件 １３２筆 １０７，５８２．６７平方メートル で 

計    １１７件 １８９筆 １６３，２１９．４平方メートル の申

出があったものについて、福山市農業振興課から意見聴取があったものです。 

すべての案件について意見を求められた「全部効率利用要件」「農作業常時
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議 長 

（職務代理） 

 

委 員 

 

議 長 

（職務代理） 

 

 

委 員 

 

議 長 

（職務代理） 

 

議 長 

（職務代理） 

 

 

 

議 長 

 

 

 

農業振興課 

 

 

 

従事要件」を満たしており、「農地所有適格法人」としての借受案件はありま

せんでした。 

また、地域計画の変更、更新の内容、時期に関しても問題はありませんで

した。説明は以上です。 

 

これより質疑に入ります。 

発言のある方は挙手をお願いします。 

 

― 質問等なし ― 

 

質問等もないようですので、採決します。 

議案第５号について、原案のとおり決定することに異議がない場合は挙手

をお願いします。 

 

― 全 員 挙 手 ― 

 

全員挙手により、議案第５号は原案のとおり決定することに「異議がない」

旨を答申します。 

 

採決が終わりましたので、谷本会長、安原委員、下江委員、山本委員は入

室、ご着席ください。 

 

― 谷本会長、安原委員、下江委員、山本委員 入室・着席 ― 

 

次に、議案第６号「福山農業振興地域整備計画の変更の諮問に対する答申

について」を上程します。 

担当課より説明してください。 

 

農業振興地域農用地区域からの除外申出の担当をしています農業振興課の

吉森です。 

私の方からは、２０２５年１２月に受付を行った、農用地区域からの除外

申出の内容について説明させていただきます。 
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まず概要について簡単に触れさせていただきます。 

農業振興地域内において、農用地を指定した区域は、農地以外に利用でき

ないこととなっておりますが、やむを得ない理由により、農地以外に利用す

る必要が生じた場合には、あらかじめ、その農地を農用地区域から除外する

必要があります。 

この除外をするには 4 つの条件があります。 

まず１つ目の条件は、 次の６つの要件を全て満たすことです。 

「農用地区域内の農地以外に代替する土地がないこと」 

「地域計画の達成に支障がないこと」 

「農用地の集団化・農作業の効率的かつ総合的な利用に支障がないこと」 

「効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用集積に支障

がないこと」 

「農用地区域内の土地改良施設の有する機能に支障がないこと」 

「土地改良事業等の工事完了年度の翌年度から起算して８年を経過してい

ること」 

以上、６つの要件を全て満たすことが必要です。 

また、残りの３つの条件として、 

「不要不急のものでないこと」 

「他法令の許可等の見込みがあること」 

「本市が独自に基準を定めた事務取扱要領による申出資格、面積等の要件

の全てを満たしていること」 

以上が農用地区域から除外するための条件となります。 

今回は、年２回の申出のうち、２０２６年１月５日を締切りとして受付け

た申出分について、農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の２第

２項の規定により協議させていただきます。 

続いて、変更内容について申し上げます。 

別にお配りした「福山農業振興地域整備計画の変更に係る資料」の１ペー

ジ「１.農用地利用計画変更状況（１）農用地区域からの除外」をご覧くださ

い。 

各地区の件数、筆数、面積を記載しており、合計は一番下の欄にあります

５７件、２０５筆、２３９，３８４.４４平方メートルになります。  

続いて、２ページ「（２）用途区分の変更」については該当ありません。 
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農業振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

 

続いて、３ページ「（３）農用地区域への編入」については、 

合計で、１件、１筆、１，２９３平方メートルとなっています。 

続いて、４ページ「（４）土地改良事業等との調整」についてです。 

こちらは、今回申出のあった５７件の除外のうち、非農地証明・非農地判

断を除いたもので、圃場整備地の除外について記載しています。 

合計で、２件、２筆、８３８平方メートルとなっております。 

続いて、５ページ「２.変更理由別件数」についてです。 

こちらは理由別の内訳を記載しています。 

「（１）農用地区域からの除外」の変更理由としては、件数では非農地証明

によるものが２５件と最も多くなっており、面積では非農地証明によるもの

が１８０，８７９平方メートルと最も多くなっています。 

続いて、６ページ「福山農業振興地域整備計画変更計画（案）」についてで

す。 

このＡ４ヨコの表から１８ページまでが、今回の農用地区域からの除外、

５７件についての記載となっております。 

続いて、１９ページは、用途区分の変更についての記載となっております

が、今回該当はありませんでしたので、「該当なし」となっております。 

続いて、２０ページには、今回の編入、1 件について記載しております。 

続いて、２１ページは、補助金返還が必要な除外についての記載となって

おりますが、今回該当はありませんでしたので、「該当なし」となっておりま

す。 

最後に、２２ページは、今回の、圃場整備地での除外、２件について記載

しております。 

本日の協議に対する回答をいただいた後、公告、１４日間の縦覧期間、１

５日間の異議申立期間、広島県への協議等、所定の手続きを経て、農業振興

地域整備計画の変更が決定されます。 

説明は以上です。 

 

これより質疑に入ります。発言のある方は挙手をお願いします。 

 

― 質問等なし ― 
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議 長 

 

 

委 員 

 

議 長 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

 

議 長 

質問等もないようですので、採決します。 

議案第６号について、原案に異議がない場合は挙手をお願いします。 

 

― 挙 手 ― 

 

 全員挙手により、議案第６号「諮問のとおり変更することに異議がない旨」

を答申します。 

 

次に、議案第７号「農地利用最適化推進委員の委嘱について」を上程しま

す。事務局より説明してください。 

 

福山市農地利用最適化推進委員の第６地区における２０２６年（令和８年）

２月２８日付けでの推進委員１人の辞任により、「福山市農業委員会の農地利

用最適化推進委員の選任に関する要綱」に基づき、２０２６年（令和８年）

５月１日から同年５月２５日の間で補充募集を実施しました。 

補充募集の申し込みのあった者について、「福山市農地利用最適化推進委員

選定委員会設置要綱」第２条に基づき、福山市農地利用最適化推進委員選定

委員会から農業委員会へ候補者選定結果の報告があり、推進委員候補者とし

て「工藤勝利」さんが選定されました。 

農業委員会等に関する法律第１７条第１項に基づき、この推進委員候補者

「工藤勝利」さんを選任し、農地利用最適化推進委員第６地区の委員として

農業委員会において委嘱を決定するものです。 

任期については、委嘱日から２０２７年（令和９年）４月３０日までの間

となります。 

なお、委嘱日については、２０２６年（令和８年）７月１日とし、同日に

委嘱式を執り行う計画としています。 

 

ただいま事務局から説明がありましたが、質問等ありますか。 

 

― 質問等なし ― 

 

質問等がないようですので、採決します。 
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議 長 

 

議案第７号について、原案のとおり農地利用最適化推進委員を委嘱するこ

とを決定してよろしいでしょうか。 

賛成の方は挙手をお願いします。 

 

― 全 員 挙 手 ― 

 

全員挙手により、議案第７号は原案のとおり決定します。 

 

次に、報告事項の「農地法等に関わる専決処分・届出等について」を事務

局から説明してください。 

 

専決処分及び届出等について、ご説明します。 

議案書（別冊）の３６ページから４７ページの「農地法第３条の３第１項

の規定による届出について」です。これは、相続などにより農地の権利を取

得した場合の届出です。農業委員会処務規則第６条の２第１項の規定により、

４０件を事務局長専決で受理しました。 

次に、４８ページから５０ページの「農地法第４条第１項第７号の規定に

よる農地転用届出書の受理について」及び５１ページから６０ページの「農

地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出書の受理について」です。 

４条１２件、５条４３件を農業委員会処務規則第６条の２第１項の規定に

より、事務局長専決で受理しました。 

次に、６１ページの「農地転用（農業用施設）届出書の受理について」で

す。農地法施行規則第２９条第１項第１号の規定により、転用目的が農業用

施設であり、かつ転用面積が２アール未満の場合、農地法第４条の「農地の

転用の制限」の例外規定の適用を受けられます。１件の届出があり、現地確

認の結果、農地進入路及び畦（あぜ）であることを確認しました。 

次に、６２ページ「農地法第１８条第６項の規定による合意解約の通知に

ついて」です。賃貸借を解約したことの通知が１件ありました。 

専決処分及び届出等については以上です。 

 

ただいまの報告について発言のある方は挙手をお願いします。 
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議 長 

 

 

事務局長 

 

 ― 質問等なし ― 

 

発言等もないようですので、以上をもちまして２０２６年（令和８年）第

６回福山市農業委員会総会を終了します。 

 

委員の皆様には、慎重なるご審議をいただきありがとうございました。 

以上を持ちまして総会を終了します。 

 

 

午前１１時２０分閉会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


